
• 各発電機で使用可能な燃料量（備蓄量）（KL）
危険物貯蔵所設置許可申請書（指定数量以上の取扱い施設）、少量危険物貯蔵取扱所届出書（指定数量の
1/5以上、指定数量未満の施設）または、地下タンク等定期点検実施結果報告書により確認

地下タンク２基

地下タンク１基
当たりの
備蓄量

燃料量
（備蓄量）



• 稼働時間の確認方法
発電機が常に運転していない場合は、病院を建築
する際の設計図書 機関製作仕様書の燃料消費率
から算出する方法

発電機出力：650KW 燃料消費率：200ｇ/Kwh＝0.2Kg/Kwh
燃料油の比重 0.85 （A重油：0.85 軽油：0.83）
における１日の燃料使用量

燃料消費率Kg/Kwh×発電機出力Kw
B＝

燃料油の比重

0.2×650
＝ ＝ 152L/ｈ

0.85

よって１日の燃料使用量は 152L/h×24h＝3648L（１台あたり）
実際の発電回路における電力負荷は、発電機定格の60％〜70％としている

燃料タンク備蓄量が30KLとした場合、30,000÷（7296×0.6）≒6.8 6日半
約163.2時間稼働可能となる。

燃料消費率から
計算で算出する方法



• 稼働時間の確認方法

常に発電機を運転している施設においては、中央監視装置の帳票データまたは危険物取扱所設置申請書等により確認

危険物取扱所設置許可申請書等でも確認可能

最大数量の
60％〜70％
程度を入力

燃料計算書に
より最大取扱

数量決定

月の使用量の平均値でもよい



• 燃料タンクの給油口規格 名称、口径、形式

病院を建築する際の設計図書により確認

燃料タンクの
付属設備に
給油口記載

あり給油口の規格は多数あるため
メーカー確認が必要

給油口用
ワンタッチ式

３inカプラー用の
アタッチメント

メーカー及び
給油口型式

※内外運輸所有のタンクローリーの燃料補給用の規格は、３inカプラー
3inカプラー用のアタッチメントを備えておくと便利



・給油口 形式

給油口ボックスタイプ

・地下燃料タンク
給油口のタイプ

地下タンク直上給油タイプ

外ネジタイプ

内ネジタイプ

タンクローリーの
給油ホース側

カムロック（ワンタッチ式）

※タンク側の外ネジ又は内ネジ式にカムロック用
アダプターが設置されているタイプ

外ネジ用アダプター

内ネジ用アダプター
アダプター用キャップ



• 給油口 入力について（地下燃料タンク）

規格名称：説明資料で自施設に対応するタイプを選択し入力
※各種図面にも記載されていますが、製造の際すべてJIS規格に基づいて

製造されているため、不明の場合はJISを選択してください。

口径：給油口キョップ等に刻印されている数値をinで選択
１in＝25A（2.54ｃｍ） 1.5in＝32A（3.81ｃｍ） ２in＝50A（5.08ｃｍ）

2.5in＝65A（6.35ｃｍ） 3in＝80A（7.62ｃｍ） 4in＝100A（10.16ｃｍ）

形式：説明資料で自施設に対応するタイプを選択し入力


